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◆ その他 
1)  村口 篤，岸 裕幸，小澤龍彦，浜名 洋．平成 27 年度乳酸菌研究会に関する報告書．東京：全国乳酸菌研究会；
2016 Oct．単一細胞レベルの解析による T 細胞レパートリーの解析；p. 115-6． 
2)  長谷川傑**，小林栄治，浜名 洋，下岡清美，岸 裕幸，村口 篤．人工抗原提示細胞を用いた抗原特異的 TCR 遺
伝子のクローニング．第 70 回富山県医学会；2016 Mar 13；富山． 
3)  吉野佳佑**，浜名 洋，下岡清美，岸 裕幸，村口 篤．メラノーマ担癌マウスを用いた腫瘍浸潤 T 細胞のレパー
トリー解析．第 70 回富山県医学会；2016 Mar 13；富山． 
4)  岸 裕幸．患者由来モノクローナル CCP 抗体の取得と抗原の解析．広島リウマチカンファレンス；2016 Mar 31；広
島． 
5)  村口 篤，岸 裕幸，浜名 洋，小澤龍彦．T 細胞レパートリーの単一細胞レベルの解析．平成 28 年度北陸腸内細
菌研究会研究発表会；2016 Jul 9；金沢． 
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